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７
月
か
ら
は
広
告

・
広
報
に
加
え
、
現

地
の
外
食
・
小
売
店

約
３
０
０
店
舗
で
日

本
開
運
魚
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ツ
ー
ル
掲
出
に
よ
る

セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
広
告
な
ど

を
展
開
す
る
予
定
。

９
～
１０
月
の
中
秋

節
（
１０
月
１
日
）
前

後
と
来
年
１
～
２
月

の
春
節（
２
月
１２
日
）

前
後
に
は
大
規
模
な

屋
外
広
告
や
著
名
人

を
起
用
し
た
情
報
発

信
な
ど
も
行
う
計

画
。コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
か
ら
回
復
基

調
に
あ
る
中
、
香
港

の

大

手

寿

司

チ

ェ

ー

ン

「S
u
sh

i
E

x
p
re

ss

」（
爭
鮮

迴
轉
壽
司
）
の
２６
店
舗
で
６
月

１８
～
２１
日
、
い
ち
早
く
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
開
運
魚
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
開

運
福
将
」
を
描
い
た
開
運
箸
を

来
店
客
に
配
布
し
、
好
評
を
得

た
と
い
う
。

７
月
に
は
同
チ
ェ
ー
ン
の
持

ち
帰
り
寿
司
専
門
店
約
５０
店
舗

で
も
同
様
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
う
予
定
。

台
湾
で
も
開
始
予
定

Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
は
「
今
後
も

香
港
で
の
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
産
水
産

物
へ
の
理
解
浸
透
を
図
り
、
輸

出
を
後
押
し
す
る
」
と
し
て
い

る
。
台
湾
で
も
８
月
以
降
、
日

本
開
運
魚
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
予
定
。

日本かまぼこ協会の下村会長

に今期の取り組みやコロナウイ

ルスの影響について聞いた。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
一
向
に
終
息
し
ま
せ

ん
。
遠
洋
漁
業
（
ト
ロ
ー
ル
・

ま
ぐ
ろ
は
え
縄
・
海
外
ま
き
網

な
ど
）
へ
の
影
響
は
。

吉
田
光
�
会
長

極
め
て
深

刻
で
す
。
世
界
各
国
が
鎖
国
状

態
に
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
や

太
平
洋
諸
国
な
ど
、
日
本
以
外

の
国
の
港
を
基
地
と
し
て
漁
業

を
営
ん
で
い
る
遠
洋
漁
業
は
、

各
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市

封
鎖
）
や
入
出
港
制
限
、
さ
ら

に
乗
組
員
の
乗
下
船
禁
止
、
入

国
禁
止
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
度

入
港
す
れ
ば
操
業
再
開
の
目
途

が
立
た
ず
、
港
に
係
船
し
て
い

る
状
態
で
す
。

―
―
身
動
き
が
と
れ
な
い
、

と
い
っ
た
状
態
で
す
か
。

吉
田

そ
う
で
す
。
各
国
の

港
で
乗
組
員
の
乗
下
船
が
制
限

さ
れ
て
い
る
た
め
、
乗
組
員
の

交
代
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い

上
に
、
漁
船
は
港
内
に
留
め
置

か
れ
た
ま
ま
。
事
実
上
の
休
漁

状
態
で
す
。
し
か
も
遠
洋
漁
業

は
漁
場
へ
の
往
復
、
乗
組
員
の

給
料
な
ど
、
莫
大
な
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。
現
状
は
操
業
を

中
断
し
て
い
る
た
め
、
漁
船
の

収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。

関
係
者
の
努
力
の
結
果
、
乗

組
員
が
下
船
、
帰
国
で
き
た
場

合
で
も
、
高
額
な
費
用
を
必
要

と
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
っ

て
帰
国
ル
ー
ト
を
確
保
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
乗
組
員
の
帰
国

時
や
乗
船
前
に
は
自
主
的
な
隔

離
措
置
も
必
要
で
、
そ
う
し
た

宿
泊
費
な
ど
を
含
め
、
多
額
の

経
費
が
か
か
り
ま
す
。
遠
洋
漁

業
は
今
、
危
機
的
な
経
営
状
況

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

―
―
操
業
再
開
が
焦
眉
の
課

題
で
す
ね
。

吉
田

各
社
の
遠
洋
漁
業
運

行
担
当
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応

の
情
報
収
集
や
、
各
方
面
へ
の

対
応
、
対
策
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
す
。
通
常
、
公
海
域
を
主
体

と
し
た
遠
洋
漁
業
の
漁
獲
物
は

海
外
の
港
に
陸
揚
げ
し
、
そ
こ

か
ら
日
本
や
諸
外
国
へ
輸
出
さ

れ
ま
す
が
、
今
は
各
国
の
制
限

で
漁
獲
物
の
陸
揚
げ
が
で
き

ず
、
漁
獲
物
の
搬
送
方
法
が
確

定
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。

―
―
乗
組
員
の
健
康
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

吉
田

仮
に
遠
洋
漁
船
で
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
致
命

的
な
問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
船
員
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
も
、乗
船
前
の
船
員（
日

本
人
、
外
国
人
と
も
）
に
抗
体

検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
で

き
る
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

万
一
、
船
内
で
感
染
者
が
出

た
場
合
、
逃
げ
場
が
な
く
、
即
、

操
業
を
中
止
し
寄
港
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
初
期
の
治
療
・
対

策
が
不
可
欠
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
薬

や
治
療
薬
が
国
か
ら
承
認
さ
れ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
提
供
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
協
会
と
し

て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

―
―
遠
洋
漁
業
へ
の
具
体
的

な
支
援
策
は
。

吉
田

協
会
で
は
休
漁
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
漁
船
へ
の

固
定
費
見
合
い
の
補
助
を
求
め

て
い
ま
す
。
世
界
各
地
の
港
で

乗
下
船
規
制
、
入
国
拒
否
な
ど

に
よ
っ
て
港
内
に
係
船
、
休
漁

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
漁
船

に
対
し
て
は
、
国
内
事
業
者
に

補
助
さ
れ
る
一
部
家
賃
補
助
に

相
当
す
る
よ
う
な
、漁
船
の「
固

定
費
」
に
見
合
う
補
助
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。
漁
獲
物
を
自
主

的
に
調
整
保
管
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
は
世
界
的
に
長
期
化

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
運
転
資
金

の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
金
融
支
援
の
さ
ら

な
る
条
件
緩
和
や
、
償
還
猶
予

期
限
の
延
長
な
ど
措
置
も
求
め

て
い
ま
す
。

―
―
水
産
国
日
本
と
し
て
、

何
と
し
て
も
漁
船
漁
業
を
守
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

吉
田

い
か
な
る
時
代
に
お

い
て
も
、
人
間
の
生
存
に
不
可

欠
な
食
料
問
題
の
重
要
性
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
洋
漁

業
も
大
切
な
食
料
供
給
手
段
で

す
か
ら
、
医
療
体
制
と
同
じ
よ

う
に
、
崩
壊
は
何
と
し
て
も
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
最
大
の

危
機
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
地
球
規

模
で
の
爆
発
的
拡
散
に
よ
り
、

世
界
中
で
人
間
の
行
動
態
様
、

社
会
活
動
、
経
済
活
動
が
大
き

く
制
約
さ
れ
、
先
が
全
く
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

し
て
今
後
は
南
半
球
が
本
番
を

迎
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

遠
洋
漁
業
界
は
、
今
回
の
危

機
が
終
息
し
、
操
業
が
再
開
し

た
暁
に
、
安
全
安
心
な
天
然
の

漁
獲
物
が
日
本
を
は
じ
め
世
界

各
国
へ
安
定
供
給
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
願
い
、
今
の
苦
境
と
闘

っ
て
い
ま
す
。（
随
時
掲
載
）

日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
回
復
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
香
港
で
、
日
本
産
ホ
タ
テ
、
ブ
リ
（
ハ
マ
チ
）、
タ
イ
の

消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
７
月

か
ら
来
年
２
月
ま
で
展
開
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
は
、
縁

起
を
重
ん
じ
て
中
秋
節
や
春
節
の
時
期
に
魚
を
食
べ
る
習
慣
が

あ
る
香
港
で
、
日
本
産
ホ
タ
テ
、
ブ
リ
（
ハ
マ
チ
）、
タ
イ
を
そ

れ
ぞ
れ
�
順
風
満
帆
��
立
身
出
世
��
長
寿
富
貴
�
の
幸
運
を

も
た
ら
す
「
日
本
開
運
魚
」
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
積
極
的

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
東
京
都
江

東
区
、
池
見
賢
社
長
）
は
、
２

０
２
０
年
秋
季
新
商
品
２４
品
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
品
２０
品
を
３
日

発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表
会
を
行

い
、
池
見
社
長
、
半
澤
貞
彦
専

務
、
小
梶
聡
執
行
役
員
開
発
部

長
が
出
席
し
た
。

家
庭
用
加
工
食
品
は
「
健
康

・
時
短
・
節
約
」志
向
に
対
応
。

缶
詰
の
「
ま
い
わ
し
油
漬
エ
キ

ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
」
は

供
給
が
安
定
し
て
い
る
北
海
道

産
マ
イ
ワ
シ
を
香
り
の
良
い
エ

キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
で
漬
け
た
。
サ
ラ
ダ
や

パ
ス
タ
な
ど
に
オ
イ
ル
ご
と
使

う
こ
と
で
、
イ
ワ
シ
に
含
ま
れ

る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
逃
さ
ず

摂
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
は

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
北
日
本
・
釧
路

工
場
。
１
０
０
ｇ
、
希
望
小
売

価
格
２
２
０
円
（
税
別
）。

魚
種
や
産
地
に
こ
だ
わ
り
、

全
国
ご
当
地
の
味
を
手
軽
に
味

わ
え
る
「
産
地
厳
選
」
シ
リ
ー

ズ
か
ら
は
「
山
陰
産
の
ど
ぐ
ろ

を
使
っ
た
お
魚
ハ
ン
バ
ー
グ
」

を
投
入
す
る
。
山
陰
産
の
高
級

魚
ノ
ド
グ
ロ
を
３
・
７
％
使
用

（
仕
込
み
時
）
。
好
み
の
厚
さ

に
切
っ
て
焼
く
だ
け

で
、
お
つ
ま
み
や
お
か

ず
に
な
る
。
金
色
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
。１
４
０
ｇ
、

希
望
小
売
価
格
２
０
０

円
（
税
別
）。

家
庭
用
冷
凍
食
品
で

は
ピ
ザ
市
場
の
伸
長
に

対
応
し
、
子
供
向
け
の

「
ミ
ニ
ピ
ザ
」
を
新
発

売
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
ち
ゃ

ん
」
の
形
を
し
た
食
べ
や
す
い

サ
イ
ズ
。

池
見
社
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

家
庭
内
需
要
が
伸
び
て
い
る

が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
『
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
』
と
捉
え
る
つ
も

り
は
な
い
。
食
と
健
康
を
提
供

す
る
企
業
と
し
て
、
生
活
者
が

本
質
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

追
求
し
続
け
る
」
と
語
っ
た
。

（
一
社
）
日
本
水
中
ド
ロ
ー

ン
協
会
（
小
林
康
宏
理
事
長
）

は
３
社
６
機
種
を
揃
え
た
「
水

中
ド
ロ
ー
ン
体
験
会
in
東
京
」

を
東
京
都
町
田
市
の
セ
ミ
ナ
ー

プ
ラ
ス
南
町
田
で
２７
日
開
催
し

た
。
建
築
業
関
係
者
ら
２０
名
以

上
が
参
加
。
各
参
加
者
が
ほ
ぼ

全
機
種
を
操
縦
し
、
機
能
や
操

作
感
の
違
い
を
自
ら
の
手
と
目

で
確
か
め
た
。

参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
各
メ
ー
カ
ー
の
機
体
を

そ
れ
ぞ
れ
１５
分
間
程
度
操
縦
。

目
視
で
機
体
を
確
認
し
な
が
ら

の
操
縦
と
、
機
体
付
属
の
カ
メ

ラ
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し

な
が
ら
の
操
縦
と
の
感
覚
の
違

い
に
苦
戦
す
る
参
加
者
も
い
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
積
極
的
に
練
習
を
行
う

姿
が
見
ら
れ
た
。

あ
る
参
加
者
は
体
験
後
に

「
同
時
に
複
数
種
を
操
縦
で
き

る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
。
自

分
が
達
成
し
た
い
目
的
に
ど
の

機
種
が
向
い
て
い
る
か
、
必
要

な
機
能
を
備
え
て
い
る
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

「
水
中
ド
ロ
ー
ン
安
全
潜
航

操
縦
士
」
認
定
講
習
で
の
操
縦

体
験
は
過
去
に
も
多
数
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
体
験
会
と
し
て

の
開
催
は
初
め
て
。
同
協
会
は

今
後
も
体
験
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
方
針
。

革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
驚
き
の
声
が

Ｑ

Ｙ

Ｓ

Ｅ

Ａ

社

の

「F
IF

IS
H

（
フ
ァ
イ
フ
ィ

ッ
シ
ュ
）V

6

」
の
ヘ
ッ
ド
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
機
能
を
体
験
し
た

参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
あ

が
っ
た
。
同
機
能
は
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー

グ
ル
が
感
知
す
る
頭
の
動
き
だ

け
で
機
体
の
向
き
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
も
の
。
操
縦
者
が
手

元
で
行
う
作
業
が
少
な
く
な

り
、
よ
り
直
感
的
な
操
作
が
可

能
と
な
る
。

ま
た
、「F

IF
IS

H
V

6
s

」

に
搭
載
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
に
つ
い
て
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ア
ー
ム
の
握
力
は

５
㎏
。水
中
で
掴
ん
だ
も
の
は
、

１０
㎏
ま
で
引
き
揚
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
参
加
者
は
タ
オ
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ア
ー
ム
に
つ

か
ま
せ
た
り
と
地
上
で
も
実
用

性
を
検
証
し
て
い
た
。

日
本
の
大
企

業
が
ト
ッ
プ
人

事

を

行

う

時

に
、
ど
う
い
う

手
順
を
踏
む
の

か
よ
く
知
ら
な

い
が
、
あ
る
新

刊
本
か
ら
米
国

の
大
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ

選
定
作
業
の
厳
し
さ
に
知

り
、
驚
か
さ
れ
た
。

『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

実
践
す
る
１０
の
原
則
』
（
ロ

バ
ー
ト
・
ア
イ
ガ
ー
著
）
が

そ
れ
。
著
者
が
社
長
に
選
ば

れ
る
ま
で
の
経
緯
が
事
細
か

に
記
さ
れ
て
い
る
。

次
期
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
定
は
取

締
役
会
が
行
う
。
６
人
の
候

補
者
の
一
人
と
し
て
取
締
役

１０
人
と
の
面
談
会
に
臨
む
。

そ
の
後
も
取
締
役
一
人
ひ
と

り
と
の
個
人
面
談
を
含
め
面

談
会
は
半
年
の
間
に
１５
回
も

行
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
会
社
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
と
こ
と

ん
追
求
さ
れ
る
。
屈
辱
的
な

場
面
も
あ
り
、
我
慢
し
き
れ

ず
爆
発
寸
前
に
な
っ
た
。
長

期
間
の
緊
張
と
ス
ト
レ
ス

で
、
つ
い
に
は
体
調
を
崩
す

こ
と
も
あ
っ
た
。

巨
大
企
業
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
決

め
る
た
め
に
は
時
間
と
金
と

労
力
を
惜
し
ま
な
い
。
そ
れ

を
求
め
る
社
会
、
あ
る
い
は

徹
底
的
な
追
求
す
ら
も
許
さ

れ
る
企
業
文
化
な
の
で
あ

る
。本

書
を
読
ん
で
、
日
米
の

実
業
界
の
カ
ル
チ
ャ
ー
の
違

い
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が

す
る
。

候
補
者
の
人
格
・
識
見
・

先
見
性
・
忍
耐
力
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
資
質
を
見

る
、
試
す
。
会
社
の
未
来
を

託
す
経
営
ト
ッ
プ
の
選
別
だ

け
に
、
選
ぶ
側
の
責
任
も
重

い
。そ

の
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と

思
い
知
ら
さ
れ
る
一
冊
で
あ

る
。

ご 挨 拶
拝啓 平素は格別のお引き立を賜り有難く厚く

御礼申し上げます。

さて、６月２６日開催の当社第７２期定時株主総

会におきまして、報告事項は了承され決議事項

は原案のとおり承認可決されました。

つきましては、役員一同社業に一層精励いた

す所存でございますので、何卒今後ともご支援

ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

まずは略儀ながら紙上をもってご挨拶申し上

げます。

敬 具

令和２年７月

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）

TEL０３-３４５８-４５５３ FAX０３-３４５８-４５５７

●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(684)6331 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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７月６日（月）
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毎週月曜日発行

購購読読申申込込みみはは 〒〒１１００８８――００００１１４４

株株式式会会社社 水水 産産 タタ イイ ムム ズズ 社社

東東 京京 都都 港港 区区 芝芝 ５５ ―― ９９ ―― ６６
電電話話 ００３３（（３３４４５５６６））１１４４１１１１
FFAAXX ００３３（（３３４４５５６６））１１４４１１６６

年年間間購購読読料料３３００，，３３６６００円円（（税税別別））

東京都江東区豊洲六丁目６番２号

第 一 水 産 株 式 会 社
代表取締役社長 田 口 弘 之

専 務 取 締 役 田 口 耕 平

常 務 取 締 役 嶋 根 秀 行
（管理本部長）

常 務 取 締 役 中 � 菊 緒
（営業統括本部長）

常 務 取 締 役 木 村 彰 秀（昇任）
（営業第１本部本部長）

取 締 役 時 松 英 明
（管理部門担当部長）

取 締 役 菊 島 幸 司
（営業第２本部本部長）

執 行 役 員 末 次 亮 二
（事業部担当）

監 査 役 田 口 典 子

焼津品質のまぐろ加工品を世界へ！

素材を活かした本物の味

のどぐろ入り

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規
模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模
販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販
促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促

双眼鏡

香香港港にに活活路路

Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
が
来
年
２
月
ま
で
展
開

池見社長（中央）は４月の就任後、初の新商品発表会

立身出世、長寿富貴の幸運もたらす

まいわし油漬

６月の寿司チェーンでの

キャンペーンをＳＮＳで

告知した（上）、左はブリ

（油甘魚）のポスター

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

「健康・時短・節約」に対応

秋季新商品発表

ド
ロ
ー
ン
体
験
を
都
内
で

マルハニチロ

魅
力
伝
え
る

日日
本本
水水
中中
ドド
ロロ
ーー
ンン
協協
会会

ご

挨

拶

謹
啓

時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
六
月
三
十
日
開
催
の
弊
社
第
七
十
五

期
定
時
株
主
総
会
な
ら
び
に
取
締
役
会
に
お
い
て
、

左
記
の
通
り
役
員
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
社
業

の
発
展
に
一
層
の
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

令
和
二
年
七
月
六
日

東
京
都
江
東
区
豊
洲
六
丁
目
六
番
二
号

千
代
田
水
産
株
式
会
社

水中ドローンの操作感を確かめる参加者

http : //www.moriya-elevator.co.jp

�０４５（７８５）３１１１（代）

「信頼と誠実」

（一社）日本トロール底魚協会

守谷エレベータ

ＷＷＷＷiiiitttthhhhココココロロロロナナナナ
どどどどうううう向向向向きききき合合合合うううう

吉田 光	会長

係
留
し
た
ま
ま
動
け
ず

「みちのくいいもん うまいもん」
４面中小機構、出展者募集

２面

代

表

取

締

役

社

長

石

橋

利
至
子

取

締

役

副

社

長

石

橋

秀

子

常
務
取
締
役（
営
業
本
部
長
）

畑

末

新
太
郎

常
務
取
締
役
（
管
理
部
門
）

小

熊

均

取

締

役（
営
業
副
本
部
長
）

佐

藤

淳

常

勤

監

査

役

蛭

田

憲

司

執

行

役

員

山

形

敏

夫

執

行

役

員

上

草

弘

道

執

行

役

員

丹

羽

信

夫

執

行

役

員

壱

岐

義

夫

執

行

役

員

大

澤

達

生

日本かまぼこ協会特集

遠
洋
漁
業
の
灯

断
じ
て
消
す
な

（
昇
任
）

よしだ・みつのり 昭和２４年

生まれ。東京水産大学（現東京海

洋大）卒業後、日本トロール底魚

協会へ。２００海里後の漁船漁業の

維持発展に尽力。平成６年専務、

２４年から会長。

大
切
な
食
料
供
給
手
段

今週の紙面

な
お
、
常
勤
監
査
役
の
井
上
和
也
は
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。


